























する雑誌、Sexual Plant Reproduction ( 現 Plant Reproduction) に、「生殖細胞と花粉管
細胞の分化」という先生の論文が掲載されています。先生のユニークな研究成果や着想


































「この間、年間ほぼ 3,000 球のテッポウユリ球根を温室栽培してきたので、10 万個以上
の球根を使用したことになるが、常時生理活性の高いプロトプラストを得るためには今
後も欠かすことができない。」
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先生の御研究にかける情熱と姿勢が、心に響く一文です。私たち植物生殖分野の後輩達
も、先生の志にならって、真摯に研究に向き合って参りたいと思います。今後も先生が、
笑顔と励ましで、分野の発展を後押しして下さることをご期待申し上げます。
東山　田中一朗先生が植物生殖学に築いた大きな御功績
